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王
瑞
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

王
瑞
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
日
本
の
防
衛
力
整
備

計
画
、
1

9

7

7
―

2

0

1

0
年
度
―
政
軍
関
係
と
軍
事
技
術
の
視

点
を
中
心
に
」
は
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
の
防
衛
計
画
の

大
綱
（
51
大
綱
）
か
ら
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
の
防
衛
計
画

の
大
綱
（
16
大
綱
）
に
か
け
て
の
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画
に
関
す

る
変
化
を
体
系
的
に
分
析
し
た
う
え
で
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
主
に

政
軍
関
係
要
因
と
軍
事
技
術
要
因
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
特
徴
と
し
て
は
、
防
衛
力
の
量
と
質
の

変
化
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
と
、
先
行
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
国
際
安
全
保
障
環
境
と
日
米
同
盟
以
外
の
説
明
要
因
を

考
察
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
王
君
の
研
究
は
理

論
的
枠
組
み
の
提
示
を
目
指
し
て
お
り
、「
政
軍
関
係
」
な
ど
国
際

政
治
学
上
の
一
般
用
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
軍
」

と
は
実
質
的
に
「
自
衛
隊
」
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
他
意
は
な

い
）。

　

本
論
文
は
序
章
、
本
篇
五
章
、
終
章
合
わ
せ
て
二
〇
二
頁
、
主
要

参
考
文
献
一
覧
一
二
頁
か
ら
な
る
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
王
君
が
学

術
雑
誌
『
法
学
政
治
学
論
究
』
に
発
表
し
た
二
つ
の
論
文
を
土
台
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体
系
化
し
た
も
の

が
今
回
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

一
　
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章

　

Ⅰ　

問
題
意
識

　

Ⅱ　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
と
本
論
文
の
問
い

　

Ⅲ　

研
究
の
方
法

　

Ⅳ　

本
論
文
の
構
成

第
一
章　

分
析
枠
組
み
の
構
築

　

Ⅰ　

本
論
文
の
分
析
対
象
―
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅱ　

日
本
の
安
全
保
障
政
策
を
説
明
す
る
要
因
の
説
明
力

　

Ⅲ　

日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画
を
説
明
す
る
主
要
な
要
因

第
二
章　

51
大
綱
成
立
後
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅰ　

は
じ
め
に
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Ⅱ　

51
大
綱
の
概
要

　

Ⅲ　

51
大
綱
成
立
後
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅳ　

政
軍
関
係
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅴ　

軍
事
技
術
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅵ　

お
わ
り
に

第
三
章　

新
冷
戦
期
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

Ⅱ　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
と
本
章
の
問
い

　

Ⅲ　

新
冷
戦
期
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅳ　

政
軍
関
係
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅴ　

軍
事
技
術
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅵ　

お
わ
り
に

第
四
章　

07
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

Ⅱ　

07
大
綱
の
概
要

　

Ⅲ　

03
中
期
防
と
07
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅳ　

国
際
安
全
保
障
環
境
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅴ　

政
軍
関
係
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅵ　

軍
事
技
術
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅶ　

お
わ
り
に

第
五
章　

16
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

Ⅱ　

16
大
綱
の
概
要

　

Ⅲ　

16
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅳ　

国
際
安
全
保
障
環
境
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅴ　

政
軍
関
係
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅵ　

軍
事
技
術
と
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

　

Ⅶ　

お
わ
り
に

終
章

　

Ⅰ　

結
論

　

Ⅱ　

想
定
さ
れ
る
批
判
へ
の
反
論

　

Ⅲ　

本
論
文
の
含
意

　

Ⅳ　

今
後
の
研
究
課
題

主
要
参
考
文
献
一
覧

二
　
内
容
の
紹
介

　

序
章
に
お
い
て
は
、
問
題
意
識
、
先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
、
研

究
の
方
法
、
お
よ
び
本
論
文
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
先
行

研
究
の
批
判
的
検
討
か
ら
は
、
二
つ
の
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
ま

ず
、
51
大
綱
以
降
の
日
本
の
防
衛
力
整
備
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ

い
て
、
主
に
自
主
性
と
基
盤
的
防
衛
力
な
ど
の
防
衛
構
想
の
視
点
か

ら
分
析
は
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
防
衛
力
整
備
の
内
容
・
中
身
（
防
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衛
力
の
量
と
質
の
変
化
）
に
対
す
る
分
析
は
足
り
な
い
と
指
摘
す
る
。

そ
う
し
た
状
況
か
ら
、「
51
大
綱
か
ら
16
大
綱
に
か
け
て
日
本
の
防

衛
力
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
」
と
い
う
本
論
文
の

一
つ
目
の
問
い
を
引
き
出
し
て
い
る
。
次
に
、
官
僚
政
治
要
因
で
日

本
の
防
衛
力
整
備
を
分
析
す
る
先
行
研
究
も
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、

ア
ク
タ
ー
を
よ
り
絞
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
、

「
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
と
は
何
か
」
と
い
う
本
論
文
の

二
つ
目
の
問
い
を
提
示
し
て
い
る
。
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
一
次
資
料
を
使
っ
て
過
程
追
跡
法
の
手
法
を
と
る
と
し
て

い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
本
論
文
の
分
析
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
第
一

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
本
論
文
の
研
究
対
象
（
従
属
変
数
）

と
し
て
の
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
の
定
義
と
操
作
化
で
あ

る
。
防
衛
力
の
整
備
目
標
と
い
う
観
点
か
ら
防
衛
力
の
「
量
」
と

「
質
」
の
変
化
に
着
目
し
て
い
る
。
防
衛
力
の
量
的
変
化
と
し
て
は

部
隊
・
人
員
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
車
輌
・
艦
船
・
航
空
機
な

ど
）
の
総
量
の
変
化
そ
し
て
部
隊
内
部
の
構
成
の
変
化
を
挙
げ
る
一

方
、
質
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
「
旧
機
能
型
・
新
機
能
型
」
と

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
」
と
い
う

二
つ
の
次
元
か
ら
な
る
四
つ
の
タ
イ
プ
に
整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
旧
機
能
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
、
旧
機
能
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
新
機
能
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
、
お
よ

び
新
機
能
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
四
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
主
要
な
要
因
（
独
立
変

数
）
と
し
て
、
政
軍
関
係
（
政
治
家
と
軍
隊
と
の
関
係
）
と
軍
事
技

術
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
政
軍
関
係
要
因
に
つ
い
て
は
、
政
府
指

導
者
の
選
好
と
軍
隊
の
選
好
（
組
織
利
益
の
維
持
）
の
一
致
・
不
一

致
や
、
政
治
家
が
軍
隊
に
介
入
す
る
「
制
度
的
基
盤
」
に
着
目
す
る
。

次
に
、
軍
事
技
術
要
因
に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
と
在
来
型
技
術
の

進
歩
と
い
う
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、
一
九
七
七
年
度
か
ら
二
〇
一
〇
年

度
に
か
け
て
の
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画
の
変
遷
と
要
因
を
実
証
分

析
し
て
い
る
。
時
系
列
的
に
四
つ
の
時
代
に
分
け
、
各
章
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
変
化
に
関
す
る
記
述
と
要
因
の
説
明
を
体
系
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
51
大
綱
成
立
後
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計

画
（
一
九
七
七
―
一
九
八
二
年
度
）
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
防

衛
力
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。
第
一
に
、

防
衛
力
の
量
的
変
化
に
つ
い
て
、
海
上
自
衛
隊
（
海
自
）
の
対
潜
機

Ｐ
―

3
Ｃ
の
百
機
体
制
、
八
艦
八
機
体
制
、
航
空
自
衛
隊
（
空
自
）

の
要
撃
戦
闘
機
Ｆ
―

15
の
百
機
体
制
な
ど
、
主
に
部
隊
内
部
の
構
造

の
変
化
を
特
徴
と
し
、
部
隊
・
人
員
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
総
量
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の
変
化
（
陸
上
自
衛
隊
（
陸
自
）
の
一
八
万
人
体
制
や
空
自
の
警
戒

飛
行
部
隊
の
新
設
な
ど
）
は
小
さ
か
っ
た
。
第
二
に
、
質
的
変
化
に

つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
中
央
指
揮
シ
ス
テ
ム
・
防
衛
マ
イ
ク

ロ
回
線
の
成
立
な
ど
）
も
あ
っ
た
が
、
旧
機
能
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
質
的
向
上
が
特
徴
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
対
潜
や
防
空
能
力

―
海
自
の
Ｐ
―

3
Ｃ
、
対
潜
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
そ
し
て
護
衛
艦
、
ま
た

空
自
の
Ｆ
―

15
の
質
的
向
上
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
、
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
当
該
時
期
の
政
軍
関
係
は
、
主
に
政

軍
の
選
好
の
不
一
致
で
あ
っ
た
。
政
治
家
の
選
好
は
、
防
衛
力
の
量

の
現
状
維
持
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
選
好
（
勢
力

の
最
大
化
）
と
一
致
し
な
か
っ
た
。
陸
海
空
自
衛
隊
は
組
織
利
益
の

た
め
に
、
主
に
部
隊
内
部
の
構
成
の
変
更
で
防
衛
力
の
量
の
最
大
化

を
求
め
た
。
な
お
、
当
該
時
期
に
は
、「
政
軍
の
選
好
の
一
致
」
も

存
在
し
て
い
た
。
警
戒
飛
行
部
隊
の
新
設
に
は
、
政
治
家
の
支
持
が

重
要
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
情
報
技
術
の
進
歩
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

（
中
央
指
揮
シ
ス
テ
ム
・
防
衛
マ
イ
ク
ロ
回
線
の
成
立
）
を
、
在
来

型
技
術
の
進
歩
は
主
に
旧
機
能
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上

を
説
明
で
き
る
。
例
え
ば
、
潜
水
艦
関
連
の
技
術
が
著
し
く
向
上
し

た
た
め
、
次
期
対
潜
機
（
Ｐ
Ｘ
Ｌ
）
の
選
定
作
業
に
お
い
て
、
軍
事

技
術
に
関
す
る
検
討
が
重
視
さ
れ
、
Ｐ
―

3
Ｃ
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
新
冷
戦
期
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画

（
一
九
八
三
―
一
九
九
〇
年
度
）
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
防
衛

力
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。
第
一
に
、
防

衛
力
の
量
に
つ
い
て
、
部
隊
内
部
の
構
造
の
変
化
（
Ｐ
―

3
Ｃ
や
Ｆ

―

15
が
占
め
る
割
合
の
増
大
）
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
防
衛
力
の
質

に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
陸
海
空
各
自
の
指
揮
統
制
シ
ス
テ

ム
の
質
的
向
上
、
海
自
の
新
機
能
型
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
）
は
51
大
綱
成
立
後
よ
り
比
較
的
大
き
く
進
展
し
て
い
た
。
ま
た
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
に
つ
い
て
、
旧
機
能
型
と
し
て
は
、

陸
上
防
衛
・
対
潜
・
防
空
な
ど
（
九
〇
式
戦
車
、「
は
る
し
お
」
型

潜
水
艦
、
そ
し
て
次
期
支
援
戦
闘
機
（
Ｆ
Ｓ
―

Ｘ
）
な
ど
）
が
あ
っ

た
。
新
機
能
型
と
し
て
は
、
陸
自
の
前
方
対
処
と
海
自
の
洋
上
防
空

が
存
在
し
て
い
た
。
洋
上
・
水
際
・
沿
岸
地
域
に
お
い
て
戦
い
を
行

う
前
方
対
処
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
群
）
に
は
、
八
八
式

地
対
艦
誘
導
弾
、
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
）
な
ど

が
含
ま
れ
る
。

　

次
に
、
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
政
軍
の
選
好
の
一
致
・
不
一
致
の
両

方
が
存
在
し
て
い
た
。
政
軍
の
選
好
の
不
一
致
に
よ
り
、
自
衛
隊
は

51
大
綱
成
立
後
と
同
じ
よ
う
に
、
引
き
続
き
部
隊
内
部
の
構
成
で
勢

力
の
最
大
化
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
政
軍
の
選
好
の
一
致
に
よ
り
、
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長
年
実
現
で
き
な
か
っ
た
海
自
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
が
中
曽
根
康

弘
首
相
の
支
持
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
前
方
対
処
を
支
持
す
る
鈴

木
善
幸
首
相
と
中
曽
根
首
相
の
指
導
と
海
空
重
視
を
危
惧
す
る
陸
自

の
組
織
利
益
で
、
前
方
対
処
の
た
め
の
兵
器
が
導
入
さ
れ
た
。
第
二

に
、
軍
事
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進

展
し
た
。
在
来
型
技
術
の
進
歩
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向

上
を
説
明
で
き
る
。
例
え
ば
、
ミ
サ
イ
ル
や
航
空
機
関
連
技
術
の
進

歩
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
の
導
入
に
つ
な
が
っ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
冷
戦
後
の
07
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備

計
画
（
一
九
九
一
―
二
〇
〇
四
年
度
）
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、

防
衛
力
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。
防
衛
力

の
量
的
変
化
に
つ
い
て
、
部
隊
・
人
員
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
総

量
の
縮
小
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
陸
自
の
即
応
予
備
自
衛
官
制
度

の
成
立
、
海
自
の
哨
戒
機
と
空
自
の
戦
闘
機
が
訓
練
用
と
し
て
温
存

さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
縮
小
は
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
。
第
二
に
、

防
衛
力
の
質
的
変
化
に
つ
い
て
、
旧
機
能
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
―
三

自
衛
隊
内
部
の
連
接
強
化
と
統
合
化
（
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
成
立
、

統
合
戦
術
デ
ー
タ
リ
ン
ク
能
力
の
強
化
）
が
大
き
く
進
ん
で
い
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
旧
機
能
型
と
し
て
は
陸
自
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
動
性
向
上
、
海
自
の
対
潜
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
や
空
自
の
支
援
戦
闘
機
の
質
的
向
上
（
Ｆ
―

2
の
開
発
）
な
ど
、

新
機
能
型
と
し
て
は
空
自
の
空
中
給
油
機
の
導
入
が
存
在
し
て
い
た
。

　

次
に
、
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
政
軍
の
選
好
の
不
一
致
が
存
在
し
て

お
り
、
政
治
家
は
防
衛
力
の
量
的
縮
小
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
れ

に
直
面
し
て
い
た
自
衛
隊
は
組
織
利
益
を
守
る
た
め
に
、
勢
力
の
最

大
化
を
求
め
、
量
的
縮
小
が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
。
第
二
に
、
情

報
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
陸
海
空
各

自
の
内
部
の
連
接
強
化
と
陸
海
空
の
統
合
化
）
と
陸
自
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
機
動
性
向
上
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
在
来
型
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
海
自
の
対
潜
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
が
向
上
し
、
空

自
の
Ｆ
―

2
戦
闘
機
（
開
発
を
含
む
）
そ
し
て
空
中
給
油
機
の
導
入

も
な
さ
れ
た
。
な
お
、
本
章
で
は
、
冷
戦
の
終
結
と
い
う
国
際
安
全

保
障
環
境
要
因
に
よ
り
、
防
衛
力
の
量
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
軍
関
係
要
因
は
、
国
際
安
全
保
障
環
境

要
因
の
次
に
来
る
「
中
間
要
因
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
16
大
綱
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画
（
二

〇
〇
五
―
二
〇
一
〇
年
度
）
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
防
衛
力
の

変
化
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。
第
一
に
、
防
衛
力

の
量
に
つ
い
て
、
部
隊
や
人
員
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
総
量
の
縮

小
と
い
う
の
が
主
要
な
変
化
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
防
衛
力
の
質
に

つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
旧
機
能
型
と
し
て
の
三
自
衛
隊
内
部
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に
お
け
る
連
接
強
化
と
統
合
化
、
新
機
能
型
と
し
て
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
））
が
進
展
し
て
い
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

質
的
向
上
に
は
、
旧
機
能
型
と
し
て
、
陸
自
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
機
動
力
向
上
、
海
自
の
対
潜
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
な

ど
が
あ
り
、
新
機
能
型
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
や
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊

に
対
処
す
る
も
の
な
ど
が
存
在
し
て
い
た
。

　

次
に
、
防
衛
力
の
変
化
要
因
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
説
明
し
て

い
る
。
第
一
に
、
政
軍
の
選
好
の
不
一
致
（
小
泉
政
権
の
財
政
再
建

（
防
衛
予
算
削
減
を
含
む
））
に
よ
り
、
16
大
綱
に
お
け
る
防
衛
力
の

量
が
削
減
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
小
泉
政
権
に
お
け
る
政
軍
の
選
好
の

一
致
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
統
合
化
が
進
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
軍
事

技
術
要
因
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
軍
事
技
術
の
進
歩
、
特
に
情
報
技
術

の
進
歩
に
よ
る
情
報
通
信
予
算
の
増
加
で
、
防
衛
力
の
量
的
縮
小
が

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
情
報
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
（
陸
海
空
各
自
の
内
部
の
連
接
強
化
と
陸
海
空
の
統
合

化
）
と
陸
自
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
動
性
向
上
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
在
来
型
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
海
自
の
対
潜
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
質
が
向
上
し
て
い
た
。
な
お
、
国
際
安
全
保
障
環
境
要

因
に
つ
い
て
、
伝
統
的
脅
威
（
本
格
的
な
侵
略
事
態
）
が
低
下
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
防
衛
力
の
量
的
縮
小
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

新
た
な
脅
威
の
増
強
に
よ
り
、
防
衛
力
の
質
的
向
上
（
新
た
な
脅
威

に
対
処
す
る
能
力
）
と
量
的
縮
小
が
行
わ
れ
た
。

　

終
章
で
は
、
本
論
文
の
結
論
、
想
定
さ
れ
る
批
判
へ
の
反
論
、
本

論
文
の
含
意
、
お
よ
び
将
来
の
研
究
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。
一
つ

目
の
問
い
「
日
本
の
防
衛
力
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
」
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
質
の
高
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
相
対
的
な
量
の
増
加
か
ら
部
隊
・
人
員
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
総
量
の
減
少
へ
と
い
う
量
的
変
化
と
、
旧
機
能
型
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
向
上
か
ら
全
般
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
向

上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
と
い
う
質
的
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
つ
目
の
問
い
「
防
衛
力
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
と
は
何

か
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
一
に
、
政

軍
関
係
要
因
は
、
防
衛
力
の
量
と
質
の
変
化
の
両
方
に
対
し
て
高
い

説
明
力
が
あ
る
。
第
二
に
、
軍
事
技
術
要
因
は
、
防
衛
力
の
量
的
変

化
も
あ
る
程
度
説
明
で
き
る
も
の
の
、
主
に
防
衛
力
の
質
的
変
化
を

説
明
し
て
い
る
。
第
三
に
、
国
際
安
全
保
障
環
境
要
因
は
冷
戦
後
に

お
け
る
防
衛
力
の
量
的
縮
小
、
16
大
綱
に
お
け
る
防
衛
力
の
質
的
向

上
（
新
た
な
脅
威
に
対
処
す
る
も
の
）
を
説
明
で
き
る
。

三
　
評
価

　

以
上
、
本
論
文
の
内
容
を
略
述
し
た
が
、
以
下
に
お
い
て
そ
の
意

義
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。



特 別 記 事

153

　

第
一
の
意
義
は
、
既
存
研
究
の
少
な
い
日
本
の
防
衛
力
整
備
計
画
、

す
な
わ
ち
防
衛
力
に
関
す
る
個
別
具
体
的
な
整
備
目
標
に
焦
点
を
当

て
て
研
究
し
た
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
日
本
の
防
衛
力
整
備

の
自
主
性
や
構
想
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
自
主
性
を
め
ぐ
る
研
究

は
、
日
本
の
防
衛
政
策
が
、
自
主
性
と
日
米
同
盟
路
線
の
ど
ち
ら
を

重
視
し
て
き
た
の
か
を
議
論
し
て
い
る
。
他
方
で
、
防
衛
力
整
備
の

構
想
を
め
ぐ
る
研
究
に
は
、
脅
威
を
前
提
と
し
て
い
な
い
脱
脅
威
論

と
限
定
的
か
つ
小
規
模
な
侵
略
と
い
う
低
脅
威
を
前
提
と
し
て
い
る

低
脅
威
論
の
論
争
や
、
基
盤
的
防
衛
力
構
想
の
台
頭
と
変
遷
に
関
す

る
研
究
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
防
衛
力
の
個
別
具
体
的
な
整
備

目
標
の
長
期
に
わ
た
る
変
遷
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
未
開
拓
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
研
究
の
姿
勢
と
意

義
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

第
二
の
意
義
は
、
防
衛
力
の
個
別
具
体
的
な
整
備
目
標
の
変
化
を

説
明
す
る
要
因
と
し
て
、
政
軍
関
係
と
軍
事
技
術
に
注
目
し
た
こ
と

で
あ
る
。
よ
り
広
範
な
日
本
の
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究

で
は
、
国
際
安
全
保
障
環
境
や
米
国
・
日
米
同
盟
な
ど
の
外
的
要
因

に
焦
点
を
当
て
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
本
論
文
は
、
そ
れ
ら
の

要
因
の
重
要
性
は
認
め
た
う
え
で
、
説
明
力
の
限
界
を
指
摘
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
王
君
は
各
時
代
の
政
治
家
と
自
衛
隊
と
の
間
の
防

衛
力
整
備
を
め
ぐ
る
一
致
点
と
不
一
致
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
同

時
に
先
端
的
な
技
術
を
追
い
求
め
る
軍
事
サ
イ
ド
の
傾
向
性
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
説
明

要
因
に
光
を
当
て
、
国
際
安
全
保
障
環
境
と
米
国
・
日
米
同
盟
の
要

因
を
相
対
化
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

　

第
三
の
意
義
は
、
防
衛
力
整
備
計
画
の
内
容
と
し
て
、
よ
り
明
快

な
理
解
を
促
す
た
め
に
、
防
衛
力
の
量
と
質
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
操

作
化
し
て
分
析
し
た
こ
と
に
あ
る
。
防
衛
力
の
量
的
変
化
と
し
て
は
、

部
隊
・
人
員
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
総
量
の
変
化
お
よ
び
部
隊
内

部
の
構
成
の
変
化
を
挙
げ
て
い
る
。
主
要
な
編
成
、
装
備
等
の
具
体

的
な
規
模
の
変
遷
を
知
る
た
め
に
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
別
表
（
ス

ト
ッ
ク
と
し
て
の
目
標
）
と
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
中
期
防
）
の

別
表
（
フ
ロ
ー
と
し
て
の
目
標
）
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
質
の

変
化
と
し
て
、「
旧
機
能
型
・
新
機
能
型
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
質
的
向
上
」
と
い
う
二
つ
の
次
元
か
ら

な
る
四
つ
の
タ
イ
プ
を
挙
げ
て
い
る
。
実
証
研
究
に
お
い
て
防
衛
力

の
長
期
的
な
変
化
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
で
き
る
だ

け
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
著
者
独
自
の
努
力
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。

　

第
四
の
意
義
は
、
明
白
な
分
析
枠
組
み
を
利
用
し
な
が
ら
、
歴
史

研
究
（
一
次
資
料
中
心
）
と
い
う
手
法
を
重
視
し
て
分
析
し
た
こ
と

で
あ
る
。
防
衛
政
策
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
次
資
料
の
収
集
は
困
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難
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
防
衛
省
や
防
衛
装
備
庁
へ
の
開
示
請

求
に
よ
っ
て
取
得
し
た
文
書
、
複
数
回
の
訪
米
に
よ
っ
て
収
集
し
た

米
国
国
立
公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
所
蔵
の
文
書
や
、
防
衛
庁
Ｏ
Ｂ

の
個
人
文
書
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
回
顧
録
な
ど
の
一
次
資

料
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
日
米
の
防
衛
関
係
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
本
論
文
は
、

第
二
と
第
三
の
意
義
と
し
て
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
、
概
念
の
操

作
化
や
要
因
の
体
系
的
な
分
析
な
ど
理
論
的
な
研
究
が
備
え
る
べ
き

特
徴
を
有
し
て
い
る
。
歴
史
と
理
論
を
架
橋
す
る
努
力
は
大
い
に
評

価
さ
れ
て
よ
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
独
自
の
視
点
を
持
ち
理
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
融
合
さ
せ
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る

と
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
改
善
す
べ
き
点
、

あ
る
い
は
将
来
へ
の
課
題
と
す
べ
き
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
ど
の
研
究
で
あ
っ
て
も
完
璧
な
分
析
枠
組
み
と
い
う
も

の
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
論
文
の
分
析
枠
組
み
に
も
精
緻

化
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ず
、
防
衛
力
の
量
と
質
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

そ
の
両
者
の
違
い
に
や
や
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
検

討
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
防
衛
力
の
量
的
変
化
に
「
部
隊
内
部

の
構
成
の
変
化
（
質
の
高
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
相
対
的
な
量
の

増
加
な
ど
）」（
一
九
一
頁
）
を
含
め
て
い
る
の
は
、
量
的
変
化
に
質

的
変
化
の
側
面
を
含
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
説
明
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
概
念
に
つ
い
て
も

検
討
の
余
地
が
あ
る
。
政
軍
関
係
要
因
を
政
軍
の
選
好
の
一
致
と
不

一
致
で
整
理
し
て
い
る
が
、
軍
隊
の
選
好
が
勢
力
の
最
大
化
と
い
う

組
織
利
益
で
一
定
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
注
目
す
べ
き
は
政
治
（
指

導
者
）
の
選
好
や
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
な
る
、

本
論
文
の
言
う
「
制
度
的
基
盤
」
の
変
化
の
方
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

軍
事
技
術
が
、
自
国
の
防
衛
力
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
る
場
合

（
防
衛
マ
イ
ク
ロ
回
線
な
ど
）
と
、
外
国
の
軍
事
力
に
影
響
を
与
え

た
結
果
、
自
国
の
防
衛
力
に
間
接
的
に
影
響
を
与
え
る
場
合
（
潜
水

艦
関
連
の
技
術
進
歩
に
よ
る
Ｐ
―

3
Ｃ
の
導
入
な
ど
）
を
区
別
す
る

方
が
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
者
は
外
国
の
潜
在
的
な
脅
威
へ
の
対

応
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
二
〇
一
三
年

の
国
家
安
全
保
障
戦
略
で
は
、「
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
」
は
安

全
保
障
環
境
の
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
三
九
頁
）
で
図
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
安

全
保
障
環
境
と
政
軍
関
係
要
因
の
フ
ロ
ー
と
軍
事
技
術
要
因
の
フ

ロ
ー
が
相
互
に
独
立
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の

関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
は
、

独
立
変
数
と
従
属
変
数
を
つ
な
ぐ
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
り
意
識
し
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た
記
述
、
説
明
に
し
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
包
括
的
な
分
析
が
で
き
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
敢
え
て
国
際
安
全
保
障
環
境
や
米
国
・
日
米
同
盟
以
外

の
要
因
に
焦
点
を
当
て
た
本
論
文
は
、
新
冷
戦
期
に
該
当
す
る
一
九

八
〇
年
代
に
代
え
て
一
九
七
六
年
以
前
の
デ
タ
ン
ト
期
の
分
析
を
取

り
上
げ
れ
ば
、「
低
脅
威
時
代
の
防
衛
力
整
備
計
画
の
分
析
」
と
い

う
こ
と
で
、
よ
り
一
貫
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。
方
法
論
的
に
言

え
ば
、
分
析
対
象
の
選
択
に
お
け
る
他
の
重
要
な
変
数
の
統
制
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
代

を
分
析
対
象
に
含
め
て
い
な
い
こ
と
の
妥
当
性
も
高
ま
る
。
連
続
し

た
通
史
を
扱
う
こ
と
に
も
利
点
は
あ
る
が
、
本
論
文
の
分
析
に
欠
か

せ
な
い
51
大
綱
も
、
整
備
目
標
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
出
発
点
で
は
な

く
到
達
点
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
の
章
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
よ
り
周
到
な
配
慮
と
深
い
考

察
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
は
、
本
論
文
が
日
本
の
防
衛
政

策
史
の
理
論
的
・
実
証
的
研
究
に
寄
与
し
た
優
れ
た
貢
献
と
大
き
な

意
義
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

王
君
が
本
論
文
を
著
書
と
し
て
公
刊
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
今
後
の

研
究
の
中
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

四
　
結
論

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
か
ら
、
王
瑞
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
、
将

来
へ
の
若
干
の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
日
本
の
防
衛
政
策
史
の
理
論

的
・
実
証
的
研
究
と
し
て
、
そ
し
て
広
く
は
国
際
政
治
研
究
と
し
て
、

学
界
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は

大
き
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、

そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
四
月
一
五
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

宮
岡　
　

勲

法
学
研
究
科
委
員
・
Ｄ
．Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
．　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

西
野　

純
也

法
学
研
究
科
委
員
・
政
治
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

國
分　

良
成

法
学
博
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　




